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運 用 報 告 書（全 体 版） 
 

作成対象期間：第３期（2014年１月１日～2014年12月31日） 

 

受益者の皆様へ 

さて、米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型）は、このたび、

第３期の決算を行いました。ここに、運用状況をご報告申し上げます。今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お

願い申し上げます。 

 

ファンドの仕組みは次のとおりです。 
 

 

管理会社 
ドイチェ・アセット＆ウェルス・マネジメント・ 

インベストメント・エス・エー 
（旧名称：DWS・インベストメント・エス・エー） 

代 行協会 員             
ドイツ証券株式会社 

 

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型） 

 

ルクセンブルグ籍／契約型／オープン・エンド型外国株式投資信託 

作成対象期間：第４期（2015年１月１日～2015年12月31日）

受益者の皆様へ

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、米ドル建 ＤＷＳエマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型）（以下「ファン

ド」といいます。）は、このたび、第４期の決算を行いました。ここに、運用状況をご報告申し上げます。今後と

も一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。

ファンドの仕組みは次のとおりです。

ファンド形態 ルクセンブルグ籍／契約型／オープン・エンド型外国株式投資信託

信託期間 無期限

繰上償還 ファンドは、いつでも管理会社により解散されることがあります。管理会社は、受益者の利益を勘案して、管理会

社の利益を保護するために、または投資方針のために必要または適切であるとみなされる場合、ファンドの解散を

決定することができます。ファンドの解散は、法律上定められる場合、強制的に行われます。

運用方針 新興国の政府または政府機関等が発行する米ドル建て債券に投資することにより、高水準のインカム・ゲインの獲

得とファンドの純資産の中長期的な成長を目指します。

主要投資対象 ファンド ＤＷＳエマージング・ソブリン・ボンド・マスター・ファンドの米ドル建受益証券（豪ド

ルクラス）

マスター・ファンド 新興国の政府または政府機関等が発行する米ドル建債券を投資対象とし、主に、米ドル建

ての新興国の国債に投資します。ファンドの20％を上限として、米ドル以外の通貨建の新

興国の国債に投資することができますが、米ドル以外の通貨ポジションは、原則として、

対米ドルで為替ヘッジを行うものとします。

運用方法 すべての資産は、通常、マスター・ファンドに投資します。

主な投資制限 管理会社は、ファンドの資産の運用にあたり、以下の投資制限を遵守します。また、ファンドの投資先であるマス

ター・ファンドも、原則として、以下の投資制限を遵守します。以下は、ファンドの投資制限の要点を例示したも

のです。

①�証券取引所で取引可能でない証券または別の規制市場（定期的に営業しており、かつ公認され、一般に公開

されているもの。）で取引されていない証券に、ファンドの資産の15%を超えて投資することはできません。

②�同一の発行体から同種の表章された権利の20%を超える部分を購入することはできません。

③�（ⅰ）何らかの種類の株式に投資すること、または（ⅱ）株式に投資するその他の集団投資ファンドもしく

は会社型投資ファンドの株式もしくは受益証券に投資することはできません。

④�公式の証券取引所への上場が認められていないかまたは別の規制市場（定期的に営業しており、かつ公認さ

れ、一般に公開されているもの。）で取引されていない譲渡可能証券のショート・ポジションを保有すること

になる空売りを行うことはできません。ただし、ファンドは、かかる証券が流動性が高く、ファンドの資産

の10%を超えない場合は、規制市場で相場を付けられずまたは取引されていない譲渡可能証券についての

ショート・ポジションを保有することができます。また、同じ発行体により発行された同種の証券の10%を超

える譲渡可能証券についてのショート・ポジションを保有することになる空売りを行うことはできません。

⑤�ファンドの勘定による借入れを行うことはできません（ただし、一時的に、ファンドの資産の10%を上限とし

て借入れを行うことはできます。）。

⑥�デリバティブ金融商品に関する証拠金支払いは、ファンドの資産の50%を超えることはできません。ファンド

の流動資産の準備金は、少なくともファンドにより提供される証拠金支払いの金額と同額でなければなりま

せん。

管理会社は、ファンドの受益証券が販売される各国の法令を遵守するために、ファンド受益証券の保有者（受益

者）の利益となる、または利益に反しない投資制限を随時課すことができます。

分配方針 毎月20日（同日が評価日でない場合、翌評価日）に分配を行います。

管理会社

ドイチェ・アセット・マネジメント・エス・エー
（旧名称：ドイチェ・アセット＆ウェルス・マネジメント・インベストメント・エス・エー）

代行協会員

ドイツ証券株式会社



（注１）�米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型）（以下「ファンド」といい

ます。）は、ＤＷＳエマージング・ソブリン・ボンド・マスター・ファンドへの投資を目的としたファンド・オブ・ファ

ンズです。 

（注２）�アメリカ合衆国ドル（以下「米ドル」といいます。）の円貨換算は、特に記載がない限り、2016年４月28日現在の株式会

社三菱東京ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝109.75円）によります。

（注３）�ファンドは、ルクセンブルグ法に基づいて設立されていますが、受益証券は米ドル建のため以下の金額表示は別段の記載

がない限り米ドル貨をもって行います。

（注４）�本書の中で金額および比率を表示する場合、四捨五入してあります。したがって、合計の数字が一致しない場合がありま

す。また、円貨への換算は、本書中でそれに対応する数字につき所定の換算率で単純計算のうえ、必要な場合四捨五入し

てあります。したがって、本書中の同一情報につき異なった円貨表示がなされている場合もあります。
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Ⅰ．運用経過および運用状況の推移等 

 
（１）当期の運用経過および今後の運用方針 

 
運用経過 

投資目的および報告期間のパフォーマン
ス 
当ファンドは、ＤＷＳエマージング・ソ
ブリン・ボンド・マスター・ファンドの
米ドル建受益証券（豪ドルクラス）への
投資を通じ、高水準のインカム・ゲイン
の獲得とファンド資産の中長期的な成長
を目指して運用を行います。 
当期は、先進諸国における歴史的低水準
の金利と国際資本市場の価格変動の期間
と言えました。これは主に、債務危機、
米国が金利政策を転換する時期に対する
不透明感、ウクライナなどの地政学的緊
張および原油価格の急落などが原因でし
た。さらに、世界的に経済成長が鈍化
し、米ドルは多くの通貨に対して上昇し
ました。 
このような状況において、当期中のファ
ンドのパフォーマンスは、一口当たり
2.3％（BVI法（注）、米ドル建）下落しま
した。これは、豪ドルが対米ドル相場で
下落したことおよびロシア債券とベネズ
エラ債券の価格低迷が原因でした。 
（注）BVI法は、比較を可能とするための投資

信託の価格動向の算出のためにBVI（ド

イツ投資信託協会）が採用している標

準的な計算方法です。この計算方法は

当初の費用は無視しており、分配金は

直ちに再投資されると想定されます。 

 
報告期間における投資方針 
ポートフォリオ運用の点では、米国の金
利の方向性が変化する可能性および新興
諸国の経済成長鈍化がファンドにとって
主要なリスクとなりました。現時点で
は、ファンドは、ＤＷＳエマージング・
ソブリン・ボンド・マスター・ファンド
にほぼ全額を投資しています。ファンド
は、新興市場の米ドル建て国債への投資
を集中的に行ってきました。さらに、新
興国の社債もポートフォリオに組み入れ
ました。国別アロケーションの点では、
投資対象のＤＷＳエマージング・ソブリ
ン・ボンド・マスター・ファンドは、概
ね広範囲の国を投資対象としました。こ
のため、同マスター・ファンドおよび
ファンドは、米国などの中核市場の国債
より利回りが高い新興国の債券から恩恵
を受けました。2014年における新興国の
資本市場のパフォーマンスは、非常にボ
ラティリティが高く、まちまちでした。
先進諸国の中央銀行の間で金融政策が乖
離したことが、この要因の一つでした。
米国では歴史的低金利が長期にわたって
続いた後の、金利の方向性の変化の可能
性が、欧州中央銀行（ECB）および日本
銀行の極めて緩和的な金融政策とは対象
的に際立ちました。さらに2014年後半の
コモディティ市場の急落は、程度の差は

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ド

ルコース／毎月分配型）運用開始からのパフォーマンス 

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ド

ルコース／毎月分配型）パフォーマンス一覧 

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ド

ルコース／毎月分配型）組入証券 

（１）当期の運用経過および今後の運用方針 

Ⅰ．運用経過および運用状況の推移等

 運用経過

投資目的および報告期間のパフォーマン

ス

当ファンドは、ＤＷＳエマージング・ソ

ブリン・ボンド・マスター・ファンドの

米ドル建受益証券（豪ドルクラス）への投

資を通じ、高水準のインカム・ゲインの

獲得とファンド資産の中長期的な成長を

目指して運用を行います。

当期は、歴史的低水準の金利と資本市場

の大幅な価格変動の期間と言えました。

これは主に、債務危機に加えて、米国が金

利政策の方向性を転換する可能性に関連

した先行き不透明感、（ウクライナおよび

中東など）地政学的緊張および原油価格

とコモディティ価格の急落などが原因で

した。さらに、世界的に経済成長が鈍化

し、米ドルは多くの通貨に対して上昇し

ました。

このような状況において、当期中のファ

ンドのパフォーマンスは、１口当たり

10.9％（BVI法（注）、米ドル建）下落しました。
（注）�BVI法は、比較を可能とするための投資信

託の価格動向の算出のためにBVI（ドイツ

投資信託協会）が採用している標準的な

計算方法です。この計算方法は当初の費

用は無視しており、分配金は直ちに再投

資されると想定されます。

報告期間における投資方針

ポートフォリオ運用の点では、石油価格

およびコモディティ価格の下落ならびに

成長鈍化、または一部の新興市場におけ

るリセッションさえもがファンドにとっ

て主要なリスクとなりました。現時点で

は、ファンドは、ＤＷＳエマージング・ソ

ブリン・ボンド・マスター・ファンドに

ほぼ全額を投資しています。ファンドは、

新興市場の米ドル建て国債への投資を集

中的に行ってきました。さらに、新興国の

社債もポートフォリオに組み入れまし

た。国別アロケーションの点では、投資対

象のＤＷＳエマージング・ソブリン・ボ

ンド・マスター・ファンドは、概ね広範

囲の国を投資対象としました。投資対象

ファンドへの投資によって、ファンドは

先進国の利付証券と比較して新興国債券

の高い利回りに投資することができまし

た。しかしながら、パフォーマンスは新興

市場における著しい価格低下によって悪

影響を受けました。これは、特に一部の新

興市場におけるリセッションとも言える

経済成長の鈍化、中国の景気減速および

米ドルが多くの通貨に対し再び大幅に上

昇し、主要通貨建てで保有した債務の拡

大などが原因です。コモディティを輸出

する新興市場は、石油価格およびコモ

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ド

ルコース／毎月分配型）運用開始からのパフォーマンス

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ド

ルコース／毎月分配型）パフォーマンス一覧

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ド

ルコース／毎月分配型）組入証券
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ディティ価格の急落により、激しい下落

圧力にさらされ、歳入も著しく減少しま

した。こうした国々には、ロシアや、ブラ

ジルなどのラテン・アメリカ諸国が含ま

れました。

しかしながら、ファンドの価格低下の主

な理由は、豪ドルが対米ドルで大幅に下

落したことでした。この理由も、コモディ

ティ価格の大幅な下落とその結果生じ

た、世界最大のコモディティ輸出国であ

るオーストラリアの歳入減少でした。

今後の運用方針

引き続き当初の運用方針通り、主として、

新興国の政府および政府機関等の発行す

る債券等を主要投資対象としインカム・

ゲインの獲得と信託財産の中長期的な成

長を目指して運用を行います。運用方針

としましては、経済ファンダメンタルズ

や割安度等を注視しながら選択的に投資

を行う予定です。また引き続き保有（キャ

リー）効果の獲得を狙った戦略をとる予

定です。
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 当期の1口当たり純資産価格等の推移について

 分配金について
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2015/12/302015/9/302015/6/302015/3/312014/12/30

純資産総額（右軸）
1口当たり純資産価格（左軸）
分配金再投資1口当たり純資産価格（左軸）

第3期末の受益証券１口当たり純資産価格：

69.04米ドル

第4期末の受益証券１口当たり純資産価格：

54.78米ドル（分配金額7.20米ドル）

騰落率：

−10.88％

■1口当たり純資産価格の主な変動要因
コモディティ価格の下落や成長鈍化などがリスクとなり
ました。また、コモディティ価格の下落を受けて、コモ
ディティ輸出国である豪州の歳入が減少したことから、
豪ドルが対米ドルで大幅に下落し、1口当たり純資産価格
は下落しました。

（注1）�騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものとみなして計算しています。
（注2）�1口当たり分配金額は、税引前の分配金額を記載しています。
（注3）�分配金再投資1口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配時にファンドへ再投資したとみなして算出したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものです。設定時の1口当たり純資産価格を起点として計算しています。
（注4）�ファンドの購入価額により課税条件も異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注5）�ファンドにベンチマークは設定されておりません。

　当期（2015年1月1日〜2015年12月31日）の1口当たり分配金（税引前）はそれぞれ下表のとおりです。なお、
下表の「分配金を含む1口当たり純資産価格の変動額」は、当該分配落日における1口当たり分配金額と比較する
目的で、便宜上算出しているものです。
	 （金額：米ドル）

分配落日 1口当たり純資産価格 １口当たり分配金額
（対1口当たり純資産価格比率（注１））

分配金を含む1口当たり
純資産価格の変動額（注２）

2015/ 1 /20 68.54 0.70
（1.01%） 0.84 

2015/ 2 /20 65.71 0.70
（1.05%） −2.13 

2015/ 3 /20 64.36 0.70
（1.08%） −0.65 

2015/ 4 /20 65.54 0.70
（1.06%） 1.88 

2015/ 5 /20 65.85 0.70
（1.05%） 1.01 

2015/ 6 /22 63.46 0.70
（1.09%） −1.69 

2015/ 7 /22 59.80 0.70
（1.16%） −2.96 

2015/ 8 /20 57.61 0.70
（1.20%） −1.49 

2015/ 9 /24 54.31 0.40
（0.73%） −2.90 

2015/10/20 57.14 0.40
（0.70%） 3.23 

2015/11/20 56.36 0.40
（0.70%） −0.38 

2015/12/21 53.94 0.40
（0.74%） −2.02 

（注1）�「対1口当たり純資産価格比率」とは、以下の計算式により算出される値であり、ファンドの収益率とは異なる点にご留意ください。�
対1口当たり純資産価格比率（%）＝100×a／b�
a＝当該分配落日における1口当たり分配金額�
b＝当該分配落日における1口当たり純資産価格＋当該分配落日における1口当たり分配金額�
以下同じです。

（注2）�「分配金を含む1口当たり純資産価格の変動額」とは、以下の計算式により算出されます。�
分配金を含む1口当たり純資産価格の変動額＝b−c�
b＝当該分配落日における1口当たり純資産価格＋当該分配落日における1口当たり分配金額�
c＝当該分配落日の直前の分配落日における1口当たり純資産価格�
以下同じです。

（注3）�2015年1月20日の直前の分配落日（2014年12月22日）における1口当たり純資産価格は、68.40米ドルでした。
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（２）費用の明細

 投資の対象とする有価証券の主な銘柄
　当期末現在における有価証券の主な銘柄については、後記「Ⅱ.財務書類、投資ポートフォリオ」をご参照ください。

項　　目 項目の概要

管理報酬

純資産総額の年率1.1%以内
管理会社は、ファンドから管理報酬（一括報酬）を受領し、
管理報酬から以下のファンドの関係法人に対する報酬を
支払います。

管理報酬は、ポートフォリオ運用、管理事務、ファンドの
販売、保管受託銀行の業務およびその他ファンドが販売
される国で法律および規則により支払うべき手数料
（日本の代行協会員報酬等）の対価として管理会社に
支払われます。

手数料等 支払先 対価とする役務の内容 報酬率

代行協会員報酬 代行協会員
受益証券1口当たり純資産価格の公表業務、目論見
書、決算報告書等の販売会社への送付業務、および
これらに付随する業務

ファンドの純資産総額の
年率0.10%
（四半期毎後払い）

販売報酬 販売会社
受益証券の販売業務・買戻しの取扱業務、運用報告
書の交付業務、購入後の投資環境等の情報提供
業務、およびこれらに付随する業務

ファンドの純資産総額の
年率0.60%
（毎月後払い）

その他の費用
（当期） 0.38％ 借入金に係る支払利息および預金に係る負の利息、法務

およびコンサルティング費用、年次税
（注）�報酬については、目論見書に定められている料率を記しています。「その他の費用」については、当期のその他の費用の金額をファンドの当期末の

純資産総額で除して100を乗じた比率を表示しております。



 

－  － 
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（３）投資資産 

① 投資有価証券の主要銘柄 

       （2016年４月末日現在）

銘柄 種類 
国・ 

地域等 
数量 

（口） 

簿価（米ドル） 時価（米ドル） 投資 
比率 

（％）単価 金額 単価 金額 

DWS Emerging 
Sovereign Bond 
Master Fund USD 
(AUD) 

投資信託
受益証券

ルクセン
ブルグ 

62,500.00 104.22 6,514,050.62 92.55 5,784,375.00 98.83

 

② 投資不動産物件 

 該当ありません（2016年４月末日現在） 

 

③ その他投資資産の主要なもの 

 該当ありません（2016年４月末日現在） 

 

（４）運用実績 

① 純資産の推移 

 純資産総額 １口当たりの純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第１会計年度末 
（2012年12月末日） 

17,449,057.12 1,915,034,019 107.10 11,754

第２会計年度末 
（2013年12月末日） 

10,212,868.70 1,120,862,340 78.89 8,658

第３会計年度末 
（2014年12月末日） 

7,671,517.56 841,949,052 69.04 7,577

第４会計年度末 
（2015年12月末日） 

5,525,734.52 606,449,364 54.78 6,012

2015年１月末日 7,239,935.98 794,582,974 65.35 7,172

２月末日 7,242,917.79 794,910,227 65.92 7,235

３月末日 6,881,462.85 755,240,548 63.79 7,001

４月末日 7,157,194.78 785,502,127 66.61 7,310

５月末日 6,800,406.55 746,344,619 63.60 6,980

６月末日 6,715,225.48 736,995,996 62.86 6,899

７月末日 6,216,048.26 682,211,297 58.92 6,466

８月末日 5,865,512.12 643,739,955 55.87 6,132

９月末日 5,624,728.77 617,313,983 54.10 5,937

10月末日 5,737,160.54 629,653,369 55.33 6,072

11月末日 5,743,974.87 630,401,242 56.18 6,166

12月末日 5,525,734.52 606,449,364 54.78 6,012
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② 分配の推移 

 

１口当たり分配金額 
（税引き前） 

米ドル 円 

第１会計年度 
（2012年４月24日～2012年12月末日） 

5.60 615 

第２会計年度 
（2013年１月１日～2013年12月末日） 

8.40 922 

第３会計年度 
（2014年１月１日～2014年12月末日） 

8.40 922 

第４会計年度 
（2015年１月１日～2015年12月末日） 

7.20 790 

2016年１月20日 0.40 44 

2016年２月22日 0.40 44 

2016年３月22日 0.40 44 

2016年４月20日 0.40 44 
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＜参考情報＞ 

マスターファンドの概要 
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Ⅱ．財務書類 

 

ａ．ファンドの直近会計年度の日本文の財務書類は、ルクセンブルグにおける法令に準拠して作成さ

れた原文の財務書類を翻訳したものである。これは「特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府

令」に基づき、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」第131条第５項ただし書の

規定の適用によるものである。 

 

ｂ．ファンドの原文の財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第１条

の３第７項に規定する外国監査法人等をいう。）であるケーピーエムジー・ルクセンブルグ・ソシ

エテ・コーペラティブから監査証明に相当すると認められる証明を受けており、当該監査証明に相

当すると認められる証明に係る監査報告書に相当するもの（訳文を含む。）が当該財務書類に添付

されている。 

 

ｃ．ファンドの原文の財務書類は、米ドルで表示されている。日本文の財務書類には、主要な金額に

ついて円貨換算が併記されている。日本円による金額は、2016年４月28日現在における株式会社三

菱東京ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝109.75円）で換算されている。円換算

額は、四捨五入のため合計欄の数値が総数と一致しない場合がある。 



 

－  － 
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（訳文） 

独立監査人の報告書 

 

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型）の受益

者各位 

 

 我々は、米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配

型）の2015年12月31日現在の純資産計算書、投資有価証券およびその他の純資産計算書、同日に終了

した会計年度における損益計算書および純資産変動計算書、ならびに重要な会計方針の要約および財

務書類に対するその他の注記から構成される添付の財務書類の監査を行った。 

 

財務書類に関する管理会社の取締役会の責任 

 管理会社の取締役会は、財務書類の作成に関するルクセンブルグの法令上の要件に準拠して、財務

書類の作成および全体の適正な表示に関して責任を負うとともに、不正または誤謬による重大な虚偽

記載のない財務書類の作成を可能とするために必要であると判断された内部統制に関する責任を負

う。 

 

監査人の責任 

 我々の責任は、我々の監査に基づいて当財務書類に対して意見を表明することである。我々は、ル

クセンブルグについて金融監督委員会が採用した国際監査基準に準拠して監査を実施した。これらの

基準は、我々が専門家としての行動規範に従いつつ、財務書類に重大な虚偽記載がないことの合理的

な保証を得るように我々が監査を計画し実施することを要求している。 

 

 監査には、財務書類中の金額および開示についての監査証拠を入手するための監査手続を実施する

ことが含まれる。不正または誤謬による財務書類の重大な虚偽記載のリスク評価を含む、選択された

監査手続は監査人の判断に依拠している。それらのリスク評価を行う際に、監査人は、状況に照らし

て適切である監査手続を策定するために、事業体による財務書類の作成および全体の適正な表示に関

する内部統制を検討するが、これは企業の内部統制の有効性の評価を目的としたものではない。 

 

 監査にはまた、管理会社の取締役会が採用した会計方針の妥当性および管理会社の取締役会によっ

て行われた会計上の見積りの合理性の評価も含め、全体的な財務書類の表示を評価することが含まれ

ている。 

 

 我々は、我々の監査意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

監査意見 

 我々は、当財務書類が、財務書類の作成に関するルクセンブルグの法令上の要件に準拠して、米ド

ル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型）の2015年12

月31日現在の財政状態ならびに同日に終了した会計年度における運用成績および純資産の変動につい

て、真実かつ公正に表示していると認める。 
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その他 

 我々は、当年次報告書に含まれる補足的情報について我々に委託された責務との関連でレビューを

行ったが、これらの情報は上述の基準に準拠して実施された特定の監査手続の対象ではない。従っ

て、我々はこれらの情報について意見は表明しないが、財務書類全体との関連においてこれらの情報

に対して指摘すべき事項はない。 

 

ルクセンブルグ、2016年４月６日 ケーピーエムジー・ルクセンブルグ・ 

ソシエテ・コーペラティブ 

独立監査人 

 

ハラルド・ソーンズ 
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米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型） 

 投資有価証券明細表およびその他の純資産計算書を含む純資産計算書である。 

投資ポートフォリオ 

2015年12月31日現在 

 

銘柄名  
口数 
／通貨 

 数量／額面 
報告期間
中の買付
／追加

報告期間
中の売却
／処分

市場価格 市場価値合計 
純資産
構成比

    （米ドル） （円） （％）

投資ファンド受益証券    5,491,860.00 602,731,635.00 99.39

グループ内ファンド受益
証券 

   5,491,860.00 602,731,635.00 99.39

米ドル建 ＤＷＳ エマー
ジング・ソブリン・ボン
ド・マスター・ファンド
（豪ドルクラス）
（LU0758194046）
（0.400％） 

口数  66,000口  16,800口
83.2100米ドル
(9,132.30円）

5,491,860.00 602,731,635.00 99.39

有価証券ポートフォリオ
合計 

   5,491,860.00 602,731,635.00 99.39

    

銀行預金  (表示通貨)  （円）  42,769.78 4,693,983.36 0.77

預託銀行に預け入れた要
求払預金 

   

米ドル建て預金 USD 40,992.75 4,498,954.31  ％ 100 40,992.75 4,498,954.31 0.74

ＥＵ／欧州経済領域国通
貨建て預金 

USD 916.40 100,574.90  ％ 100 916.40 100,574.90 0.02

米ドル以外の通貨建て預
金 

   

日本円 JPY 103,656.00 103,656.00  ％ 100 860.63 94,454.14 0.02 

その他の資産   1.09 119.63 0.00 

未収利息 USD 1.09 119.63  ％ 100 1.09 119.63 0.00 

資産合計１    5,534,630.87 607,425,737.98 100.16 

その他の負債    -5,068.05 -556,218.49 -0.09 

費用項目による負債 USD -5,063.37 -555,704.86  ％ 100 -5,063.37 -555,704.86 -0.09 

他の負債 USD -4.68 -513.63  ％ 100 -4.68 -513.63 0.00 

受益証券取引による負債 USD -3,828.30 -420,155.93  ％ 100 -3,828.30 -420,155.93 -0.07 

純資産    5,525,734.52 606,449,363.57 100.00 

受益証券１口当たり純資
産価額 

   54.78 6,012.11

発行済受益証券口数    100,868.000口

 

 パーセント表示の算出値は四捨五入した値であるため、ごくわずかな誤差が生じている可能性がある。 

 

為替レート（間接相場） 

日本円 120.442305円＝１米ドル 2015年12月30日現在
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評価に関する注記事項 

 管理会社が受益証券１口当たりの純資産価格を決定し、ファンドの資産評価を行う。基礎的な価格

データの手配および価格の検証は、管理会社が法律および規制上の要求事項あるいはファンド目論見書

において規定された評価方法の原則に基づいて導入している手法に従って行われる。 

 取引価格が入手できない場合、価格は外部の価格情報提供者としてのステート・ストリート・バン

ク・ルクセンブルグと管理会社との間で合意され、かつ可能な限り市場パラメータに基づく評価モデル

（生成された市場評価）の活用により決定される。当該手順は継続的なモニタリング・プロセスの対象

となっている。第三者から入手した価格情報に関する信頼性の確認は、その他の評価機関、モデル算式

もしくはその他の適切な手順の利用を通して行われる。 

 本報告書で報告されている投資評価額は生成された市場評価に基づくものではない。 

 証券ポートフォリオに組み込まれている当投資ファンド受益証券の報告書作成時点において有効な管

理報酬／一括報酬比率は括弧内に表示されている。プラスの表示は運用成果報酬が発生することを意味

する。当ファンドが報告期間中に他の投資ファンド（ターゲット・ファンド）の受益証券を保有してい

たことにより、これらの各ターゲット・ファンドレベルで費用、経費および報酬が発生している可能性

がある。当報告期間中にはいかなる販売手数料も解約手数料も支払われていない。 

 

脚注 
１ 残高がマイナスのポジション（該当がある場合）は含まれていない。 
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損益計算書（収益調整を含む） 

2015年１月１日から2015年12月31日までの期間 

 

 （米ドル） （円） 

Ⅰ．収益  

１．流動資産投資による受取利息（源泉徴収税控除前） 1.33 145.97 

収益合計 1.33 145.97 

Ⅱ．費用  

１．借入金に係る支払利息および預金に係る負の利息 -2.82 -309.50 

２．管理報酬 -68,017.14 -7,464,881.12 

以下を含む：  

一括報酬 -68,017.14 -7,464,881.12 

３．その他の費用 -21,207.77 -2,327,552.76 

以下を含む：  

法務およびコンサルティング費用 -21,180.87 -2,324,600.48 

年次税 -26.90 -2,952.28 

費用合計 -89,227.73 -9,792,743.37 

Ⅲ．純投資利益 89,226.40 9,792,597.40 

Ⅳ．売買取引  

１．実現利益 12.34 1,354.32 

２．実現損失 -268,508.90 -29,468,851.78 

キャピタル・ゲイン／ロス -268,496.56 -29,467,497.46 

Ⅴ．当期実現純利益／損失 -357,722.96 -39,260,094.86 

１．未実現評価益の純変動 0.00 0.00 

２．未実現評価損の純変動 -382,215.19 -41,948,117.10 

Ⅵ．当期未実現純利益／損失 -382,215.19 -41,948,117.10 

Ⅶ．当期純利益／損失 -739,938.15 -81,208,211.96 

 

注：未実現評価益（損）の純変動は、期首現在のすべての評価益（損）の総額から期末現在のすべての

未実現評価益（損）の総額を差し引いて計算されている。未実現評価益（損）の総額には、報告日

現在で各資産に関して認識された評価額とそれぞれの取得原価との比較によるプラス（マイナス）

の差額が含まれている。 

表示されている未実現評価益／損に収益調整は含まれていない。 

 

ＢＶＩ総費用比率（以下「ＴＥＲ」という。） 

 総費用比率は、年率1.44％であった。ＴＥＲは、特定の会計年度における費用および報酬（取引費用

を除く）の合計がファンドの平均純資産に占める割合として表されている。 

 ファンドは資産の20％超をターゲット・ファンドに投資している。追加の費用、経費および報酬が

ターゲット・ファンドレベルで発生している。ターゲット・ファンドがそのＴＥＲを公表している場合、

ファンドレベルで考慮されることになる（シンセティックＴＥＲ）。ターゲット・ファンドレベルでＴ

ＥＲが公表されていない場合、一括報酬／管理報酬比率を計算に用いている。シンセティックＴＥＲは

1.99％であった。 
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取引費用 

 報告期間に支払われた取引費用は、0.00米ドルであった。 

 取引費用には、報告期間にファンドの勘定に関して個別に報告または決済された、資産の売買に直接

関係するすべての費用が含まれる。支払われていた可能性のある、金融取引に係る税金はすべて計算に

含まれている。 

 

純資産変動計算書 

 

 （米ドル） （円） 

Ⅰ．ファンド純資産の期首評価額 7,671,517.56 841,949,052.21 

１．中間分配 -767,859.30 -84,272,558.18 

２．純流入額 -620,047.73 -68,050,238.37 

ａ）受益証券発行による流入 20,839.60 2,287,146.10 

ｂ）受益証券買戻による流出 -640,887.33 -70,337,384.47 

３．収益調整 -17,937.86 -1,968,680.14 

４．当期純利益／損失 -739,938.15 -81,208,211.96 

以下を含む：  

未実現評価益の純変動 0.00 0.00 

未実現評価損の純変動 -382,215.19 -41,948,117.10 

Ⅱ．ファンド純資産の期末評価額 5,525,734.52 606,449,363.57 

 

損益の要約 

 

 （米ドル） （円） 

実現利益（収益調整を含む） 12.34 1,354.32 

源泉：  

（先渡）為替取引 12.34 1,354.32 

実現損失（収益調整を含む） -268,508.90 -29,468,851.78 

源泉：  

有価証券取引 -268,384.92 -29,455,244.97 

（先渡）為替取引 -123.98 -13,606.81 

未実現評価益／損の純変動 -382,215.19 -41,948,117.10 

源泉：  

有価証券取引 -382,215.19 -41,948,117.10 

 



 

－  － 

 

 

17

分配方針の詳細＊ 

 

種類 日付 通貨 受益証券１口当たり 

   （米ドル） （円） 

中間分配 2015年１月20日 ＵＳＤ 0.70 76.83 

中間分配 2015年２月20日 ＵＳＤ 0.70 76.83 

中間分配 2015年３月20日 ＵＳＤ 0.70 76.83 

中間分配 2015年４月20日 ＵＳＤ 0.70 76.83 

中間分配 2015年５月20日 ＵＳＤ 0.70 76.83 

中間分配 2015年６月22日 ＵＳＤ 0.70 76.83 

中間分配 2015年７月21日 ＵＳＤ 0.70 76.83 

中間分配 2015年８月20日 ＵＳＤ 0.70 76.83 

中間分配 2015年９月24日 ＵＳＤ 0.40 43.90 

中間分配 2015年10月20日 ＵＳＤ 0.40 43.90 

中間分配 2015年11月20日 ＵＳＤ 0.40 43.90 

中間分配 2015年12月21日 ＵＳＤ 0.40 43.90 

 
＊
 他の情報は売出目論見書に記載されている。 

 

過去３年間の純資産および受益証券１口当たり純資産価格の変動 

 

 期末純資産  受益証券１口当たり純資産価格 

 （米ドル） （円）  （米ドル） （円） 

2015年 5,525,734.52 606,449,363.57 54.78 6,012.11 

2014年 7,671,517.56 841,949,052.21 69.04 7,577.14 

2013年 10,212,868.70 1,120,862,339.83 78.89 8,658.18 

 

密接な関係のある企業（ドイツ銀行グループの主要持分に基づく）を通じて実施された当ファンドの資

産勘定に係る取引 

 密接な関係のある企業および個人（所有持分が５％以上）であるブローカーを通じて実施された、当

投資ファンドの資産勘定に係る取引が全取引に占める割合は0.00％であった。総取引額は0.00米ドルで

あった。 



 

－  － 
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一般情報 

 本報告書に記載するファンドは、投資信託に適用される2010年12月17日付のルクセンブルグ法パー

トⅡ（その後の改正を含む）に基づく投資ファンド（fonds commun de placement）であり、オルタ

ナティブ投資ファンド管理会社に適用される2013年７月12日付法律に基づくオルタナティブ投資ファ

ンド（ＡＩＦ）とみなされている。 

 

パフォーマンス 

 ミューチュアル・ファンド（投資信託）の投資収益、すなわちパフォーマンスは、ファンド受益証

券の価額の変動によって測定される。受益証券１口当たり純資産価格（＝買戻価格）に、例えば、ド

イチェ・アセット＆ウェルス・マネジメント・インベストメント・エス・エーの投資勘定の範囲内に

おいて無償で再投資される中間分配金を加算した金額が、評価額の算定の基礎として用いられる。過

去のパフォーマンスは将来の運用成績を示唆するものではない。 

対応するベンチマークが定められている場合は、本報告書に表示されている。本報告書中のすべて

の財務データは、2015年12月31日現在の値である（別途明示されている場合を除く）。 

 

売出目論見書 

 ファンド受益証券の購入は、最新の売出目論見書および運用管理規程、ならびに主要投資家情報文

書に加え、直近の監査済年次報告書および直近の年次報告書後に中間報告書がある場合にはかかる中

間報告書に基づき行われる。 

 

発行価格および買戻価格 

 現時点の発行価格および買戻価格、ならびに受益証券保有者向けの他のすべての情報は、管理会社

の登記事務所で、または支払代理人から随時請求できる。また、発行価格および買戻価格は、受益証

券の募集を実施した各国で、適切な媒体（インターネット、電子情報システム、新聞等）を通じて公

示される。 



 

－  － 
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オルタナティブ投資ファンド運用者に関する2013年７月12日法第20条(2)(d)項に準拠した重要な変更 

 

 オルタナティブ投資ファンド運用者に関する2013年７月12日法第20条(2)(d)項に準拠して、当社は、

報告期間中における投資事業の重要な変更について以下の情報を提供する。 

ＡＩＦ（オルタナティブ投資ファンド）関連 重要な変更の説明
投資家に対する重要な変更の潜在的
または予想される影響 

重要な変更が発効された日

米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボン
ド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型） 

なし － －

 



 

－  － 
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米ドル建 ＤＷＳ エマージング・ソブリン・ボンド・ファンド（豪ドルコース／毎月分配型） 

 

オルタナティブ投資ファンド運用者に関する2013年７月12日法第21条に準拠した情報 

 

非流動資産に関する詳細 

 報告日現在、非流動性に起因する特別措置の対象となる資産の比率：０％ 

 

流動性管理についての新たな規制に関する詳細 

 報告期間中、流動性管理についての規制変更はなかった。 

 

ＡＩＦのリスク・プロファイル： 

 報告日現在、以下のリスク項目が主要リスクを評価するために計算された。 

 

(a）市場リスク 

 金利感応度測定ＤＶ01は、市場金利が一律１ベーシス・ポイント（「ｂｐ」）上昇した場合のファ

ンドの純資産価額（「ＮＡＶ」）の変動である。 

 信用スプレッド感応度測定ＣＳ01は、ポートフォリオの参照事業体の信用スプレッドが一律１ｂｐ

上昇した場合のファンドのＮＡＶの変動である。 

 いわゆる純持分デルタのような、持分感応度は、ポートフォリオの持分残高およびターゲット・

ファンドの株価が一律１％上昇した場合のファンドのＮＡＶの変動である。 

 純通貨デルタは、外国為替レートが一律１％上昇した場合のファンドのＮＡＶの変動である。 

米ドルによるデータ 

ＤＶ01 ＣＳ01 純持分デルタ 純通貨デルタ 

0 0 54,919 18 

 

 規制限度（200％）および市場リスク限度（150％）を超えていない。 

 

(b) 取引相手方リスク 

 報告日現在、ＯＴＣデリバティブから生じる取引相手方リスクはなかった。 

 取引相手方は、供与された担保を再利用する権利を有する。 

 

(c) 流動性リスク 

 最少の市場の混乱と公正価値による以下の期間内に清算可能なポートフォリオ資産の比率 

ＡＩＦのＮＡＶの比率 

１日以下 ２日－７日 ８日－30日 31日－90日 91日－180日 181日－365日 365日超 

100.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％ 0.0％

 

実行されたリスク管理体制 

 リスク管理は、ポートフォリオ管理部門から独立した部署により内部リスク管理ガイドラインに基づ

き実行される。具体的に、リスク管理は、市場リスク、流動性リスクおよび取引相手方リスクの検証、

評価および監視のための継続的なリスク管理のプロセスならびにレバレッジの監視を含む。さらに、市

場リスクおよび流動性リスクの合理的な月次ストレステスト・シナリオの結果は、単独の投資ポジショ

ンによるものと思われるポートフォリオ・リスクに係る影響を見積るために、リスク管理およびポート

フォリオ管理部門によって使用される。日々の市場リスク測定のため、過去のシミュレーションを通じ



 

－  － 
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て相対的なバリュー・アット・リスク・アプローチが使用される。 

 

レバレッジの最大範囲の変動 

 報告期間中、レバレッジの最大範囲に関する変動はなかった。 

 

レバレッジ合計 

レバレッジ 最小 最大 平均 限度 

総レバレッジ 0.98 1.01 0.99 5 

純レバレッジ 0.98 1.01 0.99 3 

 

 



 

－  － 
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Ⅲ．お知らせ 

 

管理会社の名称は2016年３月17日付で「ドイチェ・アセット＆ウェルス・マネジメント・インベストメント・エス・

エー」から「ドイチェ・アセット・マネジメント・エス・エー」に変更されました。 

また、投資運用会社の名称は2016年３月17日付で「ドイチェ・アセット＆ウェルス・マネジメント・インベストメント

GmbH」から「ドイチェ・アセット・マネジメント・インベストメント GmbH」に変更されました。 
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